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篠栗町水道事業経営戦略 （後期計画：令和 8 年度～令和 12 年度） 

 

第 1 章 はじめに 
 

1.策定の趣旨 

篠栗町の水道事業は、水道利用者の暮らしと地域社会の活動を支える最も重要なライフラインの

一つとして、安全で良質な水を安定的に供給するという使命を担っています。現在、本町の水道事

業は健全な経営状況を維持していますが、水道施設、特に基幹施設である浄水場の老朽化が進行し

ており、将来にわたる持続可能な事業運営を見据えた、大規模な更新投資が不可避な時期を迎えて

います。 

計画期間内に本格化する「第１浄水場更新事業」は、本事業の財政に極めて大きな影響を及ぼ

す、大規模プロジェクトです。この大規模投資に伴い、減価償却費や維持管理費、企業債の支払利

息といった費用が大幅に増加することは確実であり、現行の財政構造のままでは、将来的に安定し

た経営を維持することが困難になることが予測されます。 

本経営戦略は、事業環境の大きな転換点を的確に捉え、目前の危機に対応するための場当たり的

な計画ではなく、将来にわたって水道利用者が安心して水道を使い続けられるための、投資計画と

財政運営の指針を示すものです。また、今後の町水道事業の健全な事業運営のため、様々な視点か

らの方策を明示し、長期的な安定経営を実現することを目的として策定します。 

 

2.経営戦略の位置づけ 

本経営戦略は、令和 3年に策定し、5年間の前期計画期間を終え、後期の 5年間の計画として見直

すもので、篠栗町のまちづくりの最上位計画である「第 7次篠栗町総合計画」の施策を、水道事業

の分野において具体化するものです。総合計画が示す町の将来像の実現に向け、安全・安心な生活

基盤の整備という観点から、その一翼を担います。 

また、本町の水道事業が目指すべき将来像として掲げる「篠栗町新水道ビジョン」の基本理念で

ある「持続」「安全」「強靭」の 3つの柱を実現するための、具体的な行動計画として位置づけら

れます。 

 

3.計画期間 

令和 8年度（2026 年度）から 令和 12 年度（2030 年度）までの 5年間 

本計画は令和 3年度に作成した経営戦略の後期計画となり、令和 8年度から令和 12 年度までを計

画期間としますが、第１浄水場更新事業のような大規模投資の財務的影響は長期にわたるため、財

政シミュレーションについては、令和 17 年度（2035 年度）の 10年後までを見通した分析を行いま

す。 
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第 2 章 事業の現状と課題 

 

1. 事業の概況 

町の概要 

篠栗町は福岡市の東約 12km に位置し、福岡都市圏のベッドタウンであると同時に、三方を山に囲

まれた緑豊かな町です。地勢は、東西に多々良川が流れ、その周囲に平地が開けており、総面積の

約 7割が山林となっています。都市高速道路や JR 篠栗線を利用すれば、福岡市中心部や博多駅まで

短時間でアクセス可能です。 

町は「篠栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、子育て世代の定住促進などを通じ

て、2060 年（令和 42年）に 29,000 人の人口を維持するという目標を掲げており、その将来予測を

前提として財政計画を構築します。 

 

 

〇 人口の推移と将来推計 （第３期篠栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図：2-1 人口の推移と将来推計 

表：2-1 人口の推移と将来推計 
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水道事業の沿革 

篠栗町水道事業は、昭和 44年にそれまでの 5地区の簡易水道事業を統合することにより創設され

ました。以来、給水人口の増加や給水区域拡張に伴い、事業規模が拡大してきました。現在では給

水人口 30,950 人、一日最大給水量 10,900ｍ3/日の事業規模です。 

これまで水源開発や浄水施設の整備を進め、水道利用者への安全・安心な水の安定供給に努めて

います。 

 

 名 称 認可年月日 給水開始年 
目標年次 

（年） 

給水人口 

(人) 

1 日最大 

給水量(㎥) 
備考 

創設 Ｓ44.10 Ｓ46.3 Ｓ52 14,000 3,000 - 

第一期拡張事業 Ｓ49.7 Ｓ52.3 Ｓ53 19,000 6,000 - 

第二期拡張事業 Ｓ56.9 Ｓ57.4 Ｓ65 23,500 9,200 - 

第三期拡張事業 Ｈ6.3.7 Ｈ14.4 Ｈ20 34,300 14,500 - 

第三期拡張(変更)事業 Ｈ17.4.1 Ｈ17.4 Ｈ26 34,300 14,500 - 

第四期拡張事業 Ｈ26.3.7 Ｈ26.4 Ｈ35 30,300 9,700 城戸簡水を統合 

第五期拡張事業 R2.5.29 Ｈ31.4 Ｒ12 30,950 10,900 給水区域の拡張 

 

 

 

 水源 

 第1浄水場：鳴淵ダム、山王水源 

 第2浄水場：1号水源、2号水源、3号水源、4号水源、5号水源、 

10号水源、11号水源、12号水源 

 浄水受水：福岡地区水道企業団 

 
施設数 

（令和６年度） 

浄水場設置数 3 

管路延長 109 千ｍ 

 配水池設置数 7 

 
施設能力 

（令和６年度） 
平均 8,142㎥／日 施設利用率 78.6％ 

 

 

  

表：2-2 町の水道事業の沿革 

表：2-3 町の水道事業の概要 
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業務状況 

令和 7年 3月末時点での水道普及率は 96.13%に達しており、事業としては成熟段階にあります。

水源については、自己水源に加え、福岡地区水道企業団からの受水も行っており、広域的な水の安

定確保体制が構築されています。この企業団は筑後川や海水淡水化センターを水源としており、本

町もその構成団体の一つです。これは安定した水源を確保できる一方で、企業団への受水費が経営

上の固定的な費用として存在することを意味します。 

※１福岡地区水道企業団とは、篠栗町も含む福岡都市圏の人口増加や都市化の進展などによる水需要の増加への対応

や、浄水・送水施設の共同設置のため、圏内の市や町が協力し、水道用水供給事業を行うことを目的として、Ｓ48 年

６月に設立され、篠栗町の水のおよそ半分の給水を担っています。 

 

町の給水区域図 

町の地図全域の内、網掛け部分が給水区域となります。 

 

 

 
図：2-2 町の給水区域図 
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篠栗町 上下水道料金形態表（1 か月あたり、消費税抜き） 

 

1. 水道料金の基本料金（10 立方メートルまで） 

水道料金の基本料金は、メーター口径によって異なります。 

 

表：2-4 水道料金の基本料金  

メーター口径 基本料金（10 ㎥まで） 

13 ミリメートル 1,200 円 

20 ミリメートル 2,400 円 

25 ミリメートル 3,600 円 

40 ミリメートル 5,900 円 

50 ミリメートル 11,600 円 

75 ミリメートル 34,700 円 

  

  

2. 水道料金の超過料金（1立方メートルごとの加算額） 

  

表：2-5 水道料金の超過料金 

水量区分 
1 立方メートルごとの加算額 

（超過料金） 

11～20 立方メートル 175 円 

21～30 立方メートル 210 円 

31～50 立方メートル 250 円 

51～100 立方メートル 285 円 

101～300 立方メートル 330 円 

301 立方メートル以上 410 円 

 

一時用  1 ㎥当たり 600 円 
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2. 経営の状況 

組織体制 

水道事業の運営は、現在、上下水道課の職員によって担われています。今後、施設の高度化や経

営環境の複雑化に対応するため、専門知識を有する人材の確保・育成が課題となります。 

事業運営組織 

（上下水道課） 

上下水道課長   １名 

上下水道課長補佐 ２名（内１名上水） 

総務係      ４名（内２名上水） 

業務係      ３名（内１名上水） 

     計    １０名 

図：2-3 町の給水区域（令和７年４月１日現在）  

 

財政状況 

過去の財政状況を分析すると、本事業の経営基盤は現時点では健全であると評価できます。地方

公営企業決算状況調査によれば、料金回収率は 100%を上回っており、給水にかかる費用を給水収益

で賄えている状態です。また、累積欠損金もなく、単年度収支は黒字で推移しています。 

しかし、この健全性は、大規模な更新投資が行われていない現状におけるものです。以下の表に

示すとおり、資本的支出は比較的低位で推移していますが、これは将来必要となる大規模更新が行

えていないことを表すものでもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 110.39 109.82 111.31 118.22 111.79

平均値 108.83 109.23 108.04 106.01 107.15

表：2-6 ①経常収支比率(％) 

グラフ凡例 

■  篠栗町の値(当該値) 
－ 類似団体平均値(平均値） 

 【指標の意味】  

法適用企業に用いる経常収支

比率は、当該年度において、

給水収益や一般会計からの繰

入金等の収益で、維持管理費

や支払利息等の費用をどの程

度賄えているかを表す指標で

す。  

【分析の考え方】  

当該指標は、単年度の収支が

黒字であることを示す 100％

以上となっていることが必要

です。 
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【指標の意味】  

営業収益に対する累積欠損金

（営業活動により生じた損失

で、前年度からの繰越利益剰

余金等でも補塡することがで

きず、複数年度にわたって累

積した損失のこと）の状況を

表す指標です。 

【分析の考え方】  

当該指標は、累積欠損金が発

生していないことを示す0％で

あることが求められる。 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 4.34 4.69 4.72 9.59 4.74

表：2-7 ②累積欠損金比率(％) 

グラフ凡例 

■  篠栗町の値(当該値) 
－ 類似団体平均値(平均値） 

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 434.33 417.96 440.95 485.45 546.12

平均値 327.77 338.02 345.94 338.89 319.99

表：2-8 ③流動比率(％) 【指標の意味】  

短期的な債務に対する支払

能力を表す指標である。 

【分析の考え方】  

当該指標は、１年以内に支

払うべき債務に対して支払

うことができる現金等があ

る状況を示す100％以上であ

ることが必要です。  
 

グラフ凡例 

■  篠栗町の値(当該値) 
－ 類似団体平均値(平均値） 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 96.75 104.30 103.67 110.67 105.80

平均値 95.79 98.30 93.82 92.83 95.42

表：2-9 ④料金回収率（％）
 【指標の意味】  

給水に係る費用が、どの程

度給水収益で賄えているか

を表した指標であり、料金

水準等を評価することが可

能です。 

【分析の考え方】  

当該指標は、供給単価と給

水原価との関係を見るもの

であり、料金回収率が100％

を下回っている場合、給水

に係る費用が給水収益以外

の収入で賄われていること

を意味します。 

グラフ凡例 

■  篠栗町の値(当該値) 
－ 類似団体平均値(平均値） 

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

190.00

195.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 173.54 176.70 180.16 172.09 181.14

平均値 171.13 173.70 178.94 189.43 184.25

表:2-10 ⑤給水原価(円) 【指標の意味】  

有収水量１㎥当たりについ

て、どれだけの費用がかかっ

ているかを表す指標です。 

【分析の考え方】  

当該指標については、明確な

数値基準はないと考えられま

す。したがって、経年比較や

類似団体との比較等により自

団体の置かれている状況を把

握・分析し、適切な数値とな

っているかが求められます。 

グラフ凡例 

■  篠栗町の値(当該値) 
－ 類似団体平均値(平均値） 
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過去 5 カ年の収益的収支・資本的収支の推移   

表:2-12 過去 5 カ年の収益的収支・資本的収支の推移（単位：百万円）        

年度 令和 3年 令和 4年 令和 5年 令和 6年 令和 7 年 (見込) 

収

益

的

支

出 

営業収益 476 519 551 551 553 

営業費用 462 476 490 509 534 

純利益 49 48 56 61 37 

資

本

的

支

出 

建設改良費 161 206 232 291 198 

企業債発行額 143 170 202 228 187 

企業債残高 997 1,042 1,116 1,223 1,298 

 
 
 

グラフ凡例 

■  篠栗町の値(当該値) 
－ 類似団体平均値(平均値） 

 【指標の意味】  

有形固定資産のうち、償却

対象資産の減価償却がどの

程度進んでいるかを表す指

標で、資産の老朽化度合を

示しています。 

【分析の考え方】  

当該指標については、明確な

数値基準はないと考えられま

す。したがって、経年比較や

類似団体との比較等により自

団体の置かれている状況を把

握・分析し、適切な数値とな

っているかが求められます。 

 

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 56.61 52.72 51.47 50.23 49.58

平均値 48.83 49.96 50.82 52.70 52.53

表:2-11 ⑥有形固定資産減価償却率(％) 
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3. 現状の評価と課題 

 

施設の老朽化と更新の必要性 

全国的な課題と同様に、本町においても水道施設の老朽化は深刻な問題です。特に、浄水場や基

幹管路といった中核施設は更新に多額の費用と長い期間を要するため、計画的な対応が不可欠で

す。 

水道施設の更新を行わない場合には、次のとおり老朽化度合いが進行していきます。 

 

 

① 構造物及び設備の健全度 

構造物及び設備の老朽化資産（経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産）の割合は、 

2050 年（令和 32 年）には 54.1％、2075 年（令和 57 年）には 93.4％まで増加します。 

 

 

 
 

 

区 分 定 義 

健全資産  経過年数が法定耐用年数以内の資産 

経年化資産 経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の資産 

老朽化資産  経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産  

 

  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年 2075年

資
産
額

百
万
円

西暦年度

図:2-4 構造物及び設備の健全度

健全資産 経年化資産 老朽化資産
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② 管路の健全度 

 

 老朽化管路（経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた管路延長）は、2050 年（令和 32 年）には

25.3％、2075 年（令和 57年）には 90.7％まで増加します。 

 

 

 
 

 

 

区 分 定 義 

健全資産  経過年数が法定耐用年数以内の資産 

経年化資産 経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の資産 

老朽化資産  経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産  

  

0

20

40

60

80

100

120

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年 2075年

管
路
延
長

㎞

西暦年度

図:2-14 管路の健全度

健全管路 経年化管路 老朽化管路
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● 法定耐用年数で更新を行った場合には、次のとおり費用がかかります。 

 

① 構造物及び設備の更新費用 

 2074 年（令和 56 年）までに総額約 720 億円の費用がかかります。 

 
 

 

② 管路の更新費用 

 2074 年（令和 56 年）までに総額約 150 億円の費用がかかります。 
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更新基準年数（法定耐用年数の 1.0～2.0 倍）で更新を行った場合には、次のとおり費用がかかり

ます。 

 

① 構造物及び設備の更新費用 

 2074 年（令和 56 年）までに総額約 500 億円の費用がかかります。法定耐用年数で更新を行った場

合と比べ、約 30％低減できます。 

 
 

 

② 管路の更新費用 

 2074 年（令和 56 年）までに総額約 95億円の費用がかかります。法定耐用年数で更新を行った場

合と比べ、約 36％低減できます。
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更新基準年数で更新を行った場合には、次のとおり老朽化度合いが回復します。 

 

① 構造物及び設備の健全度 

構造物及び設備の老朽化資産（経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産）の割合は、 

2075 年（令和 57 年）には 24.6％まで回復します。 

 

 
 

 

 管路の健全度 

老朽化管路（経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産）の割合は、2075 年（令和 57年）に

は 19.3％まで回復します。 
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重要課題：第１浄水場の更新と財源確保 

本経営戦略が対処すべき最も重要な課題は、老朽化が著しい第１浄水場の更新事業です。本事業

は、浄水機能の確保とカビ臭対策による水質向上を目的としており、水道利用者の安全・安心な暮

らしに直結するものです。 

事業は DBO（Design-Build-Operate）方式が採用され、設計・建設から長期間の運転維持管理まで

を民間事業者に一括して委託します。事業期間は、設計・建設が令和 8年度から令和 11 年度まで、

運転維持管理が令和 9年度から 17年間にわたる長期契約となります。想定される総事業費は約 40

億円にのぼり、これは本町の水道事業会計にとって極めて大きな財政負担となります。 

この DBO 方式の採用は、事業の効率化や技術力活用といったメリットがある一方で、町にとって

は長期間にわたる固定的・義務的なサービス対価の支払いが発生することを意味します。これは、

従来の建設と維持管理を分離して発注する場合と異なり、財政的な柔軟性を著しく低下させる要因

となります。したがって、この長期にわたる固定費用を確実に支払い続けられる、安定的で強固な

財政基盤の構築が不可欠です。 

  現在の第 1 浄水場（写真） 
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重要課題：将来の経営安定化に向けた料金改定の検討 

第１浄水場の建設による財政的な柔軟性の低下により、水道料金の改定の検討が必要となりま

す。新施設の稼働後は、DBO 事業者へのサービス委託料、約 40 億円の資産に対する減価償却費、そ

して建設費用のための企業債支払利息という、これまでにはなかった 3つの巨額な費用が毎年発生

します。 

また、金利の上昇に加え、人件費や光熱費などの増加も見込まれる中で、これらの費用増を現行

の料金体系で吸収することは非常に難しい状況です。状況によっては数年で赤字に転落し、これま

で築き上げてきた健全な経営基盤が失われる恐れもある状況です。将来のさらなる施設更新にも必

要です。 

そのため、第１浄水場の安定的な運営と、水道事業全体の持続可能性を確保するため、料金改定

も含めた水道事業の見直しは、避けて通れない喫緊の課題です。 

 

重要課題：渇水に強い水道システムの構築 

本町は、水道水の約 5割を福岡地区水道企業団からの受水に依存しています。令和 7年から 8年

にかけて発生した筑後川流域の記録的な少雨により、同水系からの受水量が大幅に削減され、町内

全域で計画断水が目前に迫る深刻な危機に直面しました。気候変動に伴い、今後も渇水リスクの増

大が懸念されます。過去の渇水の経験を教訓とし、水道利用者の生活と経済活動を守るため、ハー

ド・ソフト両面から渇水対策を抜本的に強化します。 

1. 水源の多様化とバックアップ機能の強化（ハード対策） 

筑後川水系への過度な依存を軽減し、非常時の自己水源確保を目指します。 

・自己水源の最大限活用: 既存の町内水源や井戸等を緊急用途として再評価を行い、渇水時の取水

能力向上に向けた整備を検討します。 

・広域連携の推進: 近隣自治体等との連携を強化し、緊急時に相互に水を融通し合える連絡管の整

備や運用ルールの確立を目指します。 

・有収率の向上: 貴重な水資源を無駄にしないよう、計画的な老朽管更新と漏水調査を徹底し、漏

水量の削減（有収率の向上）を図ります。 

2. 水を大切にする意識の醸成と危機管理体制の高度化（ソフト対策） 

「水は限りある資源」であるとの認識を水道利用者と共有し、需要側からの対策を進めます。 

・節水等啓発: 広報紙や SNS、学校教育を通じ、貴重な水資源を大切にすることの啓発を図ります。 

・危機対応力の向上: 過去の渇水の教訓に基づき「渇水対策マニュアル」を見直します。渇水発生

時には迅速かつ正確な情報伝達と、給水車等による効果的な応急給水体制を確立します。 
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重要課題：その他 

・ 災害対策の強化：強靭なライフラインの構築に向けて近年、気候変動の影響により豪雨災害が激

甚化・頻発化しており、また、南海トラフ巨大地震などの大規模地震の発生リスクも切迫していま

す。 

水道利用者の生命と生活を支える基幹インフラである水道において、「断水させない、早期に復

旧する」体制づくりは待ったなしの課題です。このため、浄水場や配水池といった拠点施設の耐震

化・浸水対策を加速させるとともに、災害時に避難所や医療機関等の重要施設へ水を供給する「重

要管路」について、耐震管への更新を計画的かつ強力に推進する必要があります。 

さらに、ハード整備に加え、実践的な応急給水訓練の実施や、他自治体・関係機関との広域的な

支援連携体制の構築など、ソフト面での危機管理対策も強化し、災害に強い強靭な水道システムを

構築します。 

 

・ 脱炭素化（GX）の推進による環境負荷低減と経費削減の両立： 近年、国や町においても

「2050 年カーボンニュートラル」の実現に向けた取り組みを推進しており、エネルギー消費量の

多い水道事業においても、温室効果ガス排出量の削減（グリーントランスフォーメーション：

GX）への貢献が強く求められています。本町においても、今後本格化する第 1 浄水場の更新や各

種施設の改築にあたっては、太陽光発電などの再生可能エネルギー設備の導入や、高効率ポンプを

はじめとする省エネルギー機器の採用を積極的に進める必要があります。さらに、公用車更新時の

電動車（EV 等）の導入など、日々の業務における環境配慮に取り組むことで、地球環境の保全に

貢献するとともに、近年高騰を続ける動力費等の維持管理経費の削減を図り、持続可能な事業運営

基盤の確立へとつなげていきます。 

 

・ 人材育成と技術継承による持続可能な事業運営基盤の確立：水道施設の老朽化対策が本格化す

る一方で、ICT や AI 技術の導入による業務システムや施設の高度化・複雑化が進んでおり、これら

に的確に対応できる知識を有した職員の確保・育成が急務となっています。 

また、これまで事業を現場で支えてきた熟練職員が退職期を迎え、長年培われてきた貴重な技術

やノウハウが継承されず失われてしまう危機に直面しています。 将来にわたって安全・安心な水を

安定的に供給し続けるためには、一定の直営技術力を維持することが不可欠です。そのため、OJT

（職場内訓練）と計画的な外部研修を組み合わせた実践的な人材育成に取り組むとともに、暗黙知

となりがちなベテランの技術をマニュアル化・デジタル化するなど、次世代へ確実にノウハウを継

承するための仕組みを構築します。 
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4.将来推計 

 
推計の前提と基本方針 
本経営戦略における将来推計は、令和７年度を基準年（給水人口 30,104 人、年間有収水量 

2,750,538 ㎥）とし、今後 30 年間の見通しを行うものです。 

 

推計にあたっては、本町の最上位計画である「第 7 次篠栗町総合計画」および「第 3期篠栗町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」との整合性を図ります。ただし、水道事業経営の持続可能性を担

保する観点から、人口の見通しについては、篠栗町人口ビジョンの推計値（施策反映①）に基づき

行うこととします。 

また、有収水量の見通しについては人口推計や生活様式の変化、産業需要の動向を基に行ったも

のを、以下の表に示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図:2-11 給水人口及び 

 

 

給水人口と水需要の将来見通し 
(1) 給水人口の推計 

本町の令和 7 年 4月の給水人口は 30,104 人ですが、人口の推移と同様に今後は緩やかな減少局面

に入り、15 年後の令和 22 年度の給水人口は令和 7年比で約 3%減の 29,573 人前後、30 年後の令和

37 年には令和 7年度比で約 4％減の 28,951 人前後で推移すると見込んでいます。ただし、福岡市

中心部へのアクセスの良さから、ベッドタウンとしての需要は底堅く、急激な人口流出（過疎

化）のリスクは近隣山間地域と比較して低いと判断されます。 
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(2) 有収水量の推計 

給水収益の基礎となる有収水量は、以下の要因により給水人口の減少率とほぼ同じペースで推移

することが予測されます。 

生活様式の変化: 個人の有収水量は、節水機器の普及や世帯の小規模化により、家庭用の一人

一日平均使用量は減少傾向です。 

産業需要の動向: 北地区産業団地等の企業の増が見込まれ、水需要の増加が予想されますが、

将来的な景気変動リスク等を考慮し、楽観的な大幅増は見込まないものとし

ます。 

これらを総合的に勘案し、令和 7年（2,750,538 ㎥）に対し、令和 22年の年間有収水量は約

1.8％の減少（2,702,022 ㎥）、令和 37 年度には約 3.8％の減少（2,645,191 ㎥）を見込みま

す。 

 

料金収入の将来見通し 

本町の料金収入は、これまで有収水量および給水人口の推移に概ね比例して推移してきました。

今後は、全国的な傾向である人口減少や節水型社会の進展により、生活用水の需要減が見込まれる

一方、北地区産業団地や和田・津波黒地区等の開発に伴う工場・商業施設の進出により、大口の水

需要増加が期待されます。このような需要構造の変化を的確に捉え、大口需要による増収効果を活

かしつつ、中長期的な経営の健全性を維持するため、料金体系の見直しを含めた安定的な料金収入

の確保を目指します。 

 

施設更新需要とのギャップ 

収入が縮小傾向にある一方で、支出面では「更新需要の増大」という課題に直面しています。 本

町水道事業は昭和 44 年の供用開始以降、第 5期拡張事業（北地区産業団地対応等）に至るまで順次

拡張を進めてきましたが、初期に整備された管路や施設が今後、更新のピークを迎えます。 

将来推計給水人口に見合った、計画的かつ適正な更新事業と、投資の平準化を推進する必要があ

ります。  
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第 3 章 経営の基本方針 

 

1. 基本理念 

「町民の生命と暮らしを支え、未来へつなぐ健全な水道」 

篠栗町の水道事業は、単なる水の供給インフラにとどまらず、水道利用者一人ひとりの健康で文

化的な生活と、地域の社会経済活動を根底から支える生命線です。このかけがえのない役割を深く

認識し、現在そして未来の世代に対し、安全で良質な水を安定的に供給し続ける責務を負っていま

す。本経営戦略は、この責務を全うするため、健全で持続可能な事業基盤を確立することを基本理

念とします。 

 

2. 基本目標 

上記の基本理念を実現するため、「篠栗町水道ビジョン」に掲げる 3 つの基本目標を継承し、本

計画期間における具体的な施策の指針とします。 

 

①「持続」 持続可能な事業経営の確立 

● 人口減少社会の到来と大規模な施設更新という厳しい経営環境の中にあっても、将来にわたっ

て安定的に事業を継続できる、強固な経営基盤を確立します。 

● 省エネルギー化や再生可能エネルギーの活用による脱炭素化の取り組みを進め、環境への配慮

と動力費等の経費削減を両立させます。 

● 第 4章に示す投資・財政計画を着実に実行し、第 5章では、料金改定の検討も含めた、独立採

算の原則に基づいた健全な財政運営の実現を目指します。  

 

②「安全」 安全で良質な水の安定供給 

● 水質基準を遵守することはもとより、水道利用者の満足度を高めるため、より良質な水道水を

供給します。第１浄水場更新事業におけるカビ臭対策機能の導入は、この目標を達成するため

の重要な施策です。 

● 水源から蛇口に至るまで、あらゆる段階での適切な水質管理と施設管理を徹底し、いかなる時

も水の安定供給を維持します。 
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③「強靭」 老朽管の更新及び災害に強い水道システムの構築 

● 地震、豪雨等の自然災害時においても、被害を最小限に食い止め、迅速な復旧を可能とする強

靭な水道システムを構築します。 

● 第１浄水場の更新による基幹施設の強靭化に加え、老朽管の更新を計画的に推進し、老朽化に

よる漏水などを未然に防ぐための対策を講じます。 

 

 

 

第 4 章や第 5章を踏まえた、経営指標（KPI）や目標は、第 6 章に記載します。 
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第 4 章 施策の展開（投資・財政計画） 

本章では、経営の基本目標を達成するための具体的な施策として、計画期間内における投資計画

と、それを裏付ける財政計画を一体的に示します。 

 

1. 投資計画 

計画期間中に実施する主要な建設改良事業は以下のとおりです。これらの投資は、施設の安全

性、強靭性、そして供給の安定性を確保するために不可欠です。 

 

第１浄水場の建設事業 

● 事業内容: DBO 方式による急速ろ過方式の浄水施設更新。カビ臭対策機能の付加、再生可能エ

ネルギー設備の導入を含む。 

● スケジュール: 

○ 設計・建設期間: 令和 8年 5月 ～ 令和 11 年 5 月 

○ 運転維持管理期間: 令和 9 年 4月 ～ 令和 26年 3月 

● 投資額: 総事業費約 40億円のうち、本計画期間（令和 8年度～令和 25年度）に支出が見込ま

れる建設改良費を計上します。 

表:4-1 第１浄水場更新にかかる投資額 

 
第 1浄水場更新事業 水道施設詳細設計・建設工事（DB) 

＋ 運転維持管理業務委託業務（O） 

年 

度 
令和 8年度 令和 9年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

令和 9年度～ 

令和 25 年度 

内 

容 

契約・ 

設計・調査 

施 工 
運転 

維持管理 土木工事 

建築工事 

浄水設備工事 

電気設備工事 

年割

額 
170,500 千円 1,006,000 千円 1,320,000 千円 226,000 千円 73,700 千円 

継続

費 

 事業総額 3,975,400 千円（税込） 

   ①第１浄水場 設計・建設工事    2,722,500 千円 

   ②第１浄水場 運転維持管理業務委託 1,252,900 千円 
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管路の更新・耐震化計画 

● 法定耐用年数（40 年）を超過する老朽管を計画的に更新し、漏水リスクの低減と供給の安定化

を図ります。 

● 災害時の被害拡大を防ぐため、基幹管路や避難所等への供給管路を中心に、耐震適合性のある

管路への更新を優先的に実施します。 

 

その他施設整備計画 

● 配水池やポンプ場など、浄水場以外の施設の機能保全を目的とした、小規模な設備更新や修繕

を計画的に実施します。 

 

 投資計画総括表（令和 8 年度～令和 12 年度） 

表: 4-2 投資計画総括表（令和 8 年度～令和 12 年度）                                         （単位：百万円）    

事業名 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度 

第１浄水場更新事業 171 1,006 1,320 226 0 

管路更新・耐震化事業 152 159 94 154 

 

216 

その他施設整備 54 26 34 

 

10 

 

10 

合 計 377 1,191 1,448 390 226 

(注) 第１浄水場更新事業の年度別投資額は、想定スケジュールに基づく概算配分。 
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2. 財政計画 

上記の投資計画を遂行し、かつ安定的な事業運営を継続するための、本経営戦略の計画期間を含

む 10 年間の財政収支見通しを次に示します。この計画は、現行の水道料金体系を維持した場合のシ

ミュレーションであり、将来の財政課題を浮き彫りにすることを目的としています。 

次ページからの財政計画表のシミュレーションが示す結果では、現行の水道料金を維持した場

合、浄水場更新に伴う経費負担が大きくなる令和 10 年度に経常収支が赤字に転落し、その後も赤字

幅は拡大し続けるものとなっています。 

 

資本費では、建設改良費の財源不足を補填するために内部留保資金を取り崩すこととなり、令和

24 年度頃には内部留保資金が枯渇し、マイナスに転じるという、事業の継続が不可能な財政状況に

陥ることとなっています。 

 

 収支の均衡を保つための方策については、第５章の「将来を見据えた運営の検討」の中で、改め

て案を示します。 

 

収益的収支計画 

〇 収入: 給水収益は、第 1章で示した総合計画の人口推計に基づき、微減傾向で推移すると想

定します。 

〇 支出: 既存の営業費用に加え、2027 年度以降、第１浄水場更新に伴う以下の費用増を織り込

みます。 

・DBO サービス委託料: 運転維持管理費として、新たに多額の費用が発生。 

・減価償却費: 新設される約 40億円の資産に対する減価償却費が大幅に増加。 

・支払利息: 建設財源として借り入れる企業債に対する支払利息が発生。金利上昇を見越して

3％で算定。 

・物価上昇率：年１％で算定（令和７年度内閣府試算） 

 

資本的収支計画 

〇 支出: 建設改良費は、前記の投資計画に基づき計上します。 

〇 収入（財源）: 建設改良費の主な財源は、企業債と内部留保資金（損益勘定留保資金等）で賄

う計画です。国庫補助金については、獲得に努めますが、本計画では確実性を重

視し、保守的に見積もります。 
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表：4-3  財政計画（収益的収支）※現行料金を維持した場合           （単位：千円） 
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表：4-4  財政計画（資本的収支）※現行料金を維持した場合               （単位：千円） 
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第 5 章 将来を見据えた運営の検討 

前章の財政計画で示したとおり、第１浄水場の建設と将来にわたる事業の持続可能性を両立させ

るためには、水道料金の改定や水道事業の広域連携などの取り組みが不可欠です。 

本章では、料金改定や広域連携の必要性を改めて確認し、具体的な料金改定案を複数提示し、比

較検討を行います。 

 

1. 現行料金の状況と課題 

本町の現行の水道料金は、口径別の基本料金と、使用水量に応じて単価が上昇する逓増型の従量

料金で構成されています。この料金体系は、これまで安定した事業運営に貢献してきましたが、そ

の算定根拠には、第１浄水場更新のような巨額の投資と、それに伴う将来の費用増は織り込まれて

いません。現行料金の最大の課題は、物価上昇や費用の増加による将来発生するコストを回収でき

る水準ではないという点に尽きます。 

 

2. 料金改定の検討 

第 4章の財政計画（表）が示すとおり、現行料金を維持したまま第１浄水場を建設・運営した場

合、資本的収支の不足額が大きくなり、補てん財源が年々減少していきます。その結果、令和 24年

度頃には内部留保資金が枯渇し、事業の継続が極めて困難な状況に陥ることが予測されます。この

将来の財政的危機を回避し、篠栗町新水道ビジョンに掲げる「持続・安全・強靭」を実現するため

には、水道料金体系の見直しに関する検討を進めることが不可欠です。具体的には、以下の費用を

安定的に賄うための財源確保策について、早急に検討を開始する必要があります。 

● 第１浄水場の建設改良費とその財源となる企業債の償還金 

● 新施設稼働後の DBO サービス委託料、減価償却費、支払利息 

● 管路など、その他施設の計画的な更新投資費用 

● 将来の不測の事態（大規模災害、突発的な施設故障等）に備えるための内部留保資金の確保 
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料金改定のシミュレーションとシナリオ分析 

料金改定が不可避である以上、検討すべきは「いつ」「どの程度」改定するかです。水道利用者

負担への影響、財政健全化の効果、世代間の公平性といった複数の観点から、以下に 3 つのシナリ

オを提示し、比較検討します。 

なお、以下の比較分析表は第 4章の財政計画を基に算定したもので、施策や法人などによる水需

要の増減、起債の金利や物価上昇率の変化等によっては、想定が変わることもあります。 

 

料金改定のシナリオ比較分析表 

表： 5-1 料金改定のシナリオ比較分析表 

項目 
シナリオ A 

（改定率 0％） 

シナリオ B 

（改定率 15％） 

シナリオ C 

（改定率 25％） 

時期と改定率 
料金改定なし 令和 11 年に 15％増額。 令和 11 年に 25％増額。 

10 年後の収支

状況予測 

令和 10 年から赤字転

落。累積赤字は 17 年

までで約 7.5 億円。 

令和 10 年に赤字とな

り、11 年度に一旦黒字と

なりますが、12年から赤

字転落。12 年～17 年の

累積赤字は約 2.3 億円。 

令和 10 年度に赤字とな

りますが、料金改定後は

継続的に黒字を維持 

水利用者への

負担及び影響 

令和 24 年度頃に資金

が枯渇し、水の供給

継続が困難になる恐

れあり。 

負担増は抑えられるが、

施設更新を先送りするた

め、漏水や故障のリスク

が増大。 

負担増加幅が大きくなる

が、計画的な施設更新が

でき、水の長期的な安定

供給が期待できる。 

◎各シナリオの検討のポイント 

 ・シナリオ A（現状維持）：直近の負担増は生じませんが、将来的に「水道供給の停止」という

最悪の事態を招く可能性があり、採用することは非常に高いリスクが生じます。 

  

 ・シナリオ B（緩やかな改定）：直近の負担増は抑制されますが、水道管等の更新を先送りする

ため、将来的な漏水事故や突発的な断水リスクを内包する経営となります。 

 

 ・シナリオ C（計画的な改定）：利用者の負担はより高くなりますが、災害に強く、老朽管など

の施設を計画的に更新できる「持続可能な水道」を維持できます。 
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シナリオ A（改定率 計 0％）の場合の収支予測表 
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シナリオ B（改定率 計 15％）の場合の収支予測表 
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シナリオ C（改定率 計 25％）の場合の収支予測表 
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◎段階的な料金改定の検討について 

上記シナリオ A~C は、必要となる料金改定幅の規模感を示すための試算です。実際の改定にあた

っては、利用者の負担への配慮から、一度に引き上げを行うのではなく、段階的な改定（例：先

行して一定割合を改定し、数年後に追加改定を行うなど）についても、選択肢の一つとして協

議・検討を進めていきます 

3．料金改定を踏まえた今後の経営の方向性 

今後も皆さまに安全な水道水を安定してお届けしていくため、将来の収支試算を行ったところ、

現状の料金体系のままでは数年後に収支不足が生じ、令和 24 年ごろには事業を支える資金が枯渇す

る見通しです。このままでは、安定的な水道水の供給が極めて困難になるおそれがあります。 

 

収支の均衡を図るためには、計画期間内におおむね 25％程度の料金改定（複数回に分けて実施す

る場合はその合計）が必要になり得るという、大変厳しい見通しとなりました。 

仮にこの規模の改定を一括で実施した場合の標準的なご家庭（口径 13mm、月 20 ㎥使用）における

1か月あたりの水道料金の影響額は、以下の試算のとおりとなります（消費税込み）。 

〇 現行料金(月額)： 3,245 円  

〇 改定後(25％増額の場合)： 4,056 円 （月額 811 円の増） 

 

今回の試算は、将来の急激な水需要の変化、想定を上回る物価上昇や金利の変動、災害や大規模

な修繕等の不測の事態を完全に網羅したものではないため、今後の施策や社会情勢によっては、改

定率や実施の時期が見直される可能性があります。 

 

本経営戦略は、料金改定を直ちに決定するものではなく、その必要性を示し、具体的な検討を開

始するための出発点となるものです。料金改定時期や内容については、今後、本戦略で示したデー

タを基に、段階的な改定を始め、様々な方法について検討のうえ、水道利用者の皆さまへの情報提

供を行い、広くご意見をいただきながら、最適な料金体系のあり方について検討を進めてまいりま

す。  
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4. 事業基盤の強靭化に向けた広域連携の検討 

近隣自治体との連携可能性の調査 

篠栗町が位置する糟屋地区の近隣自治体（宇美町、志免町、須惠町、久山町、粕屋町など）は、

それぞれが独立した水道事業を運営していますが、施設の老朽化や人口減少といった共通の課題に

直面しています。各町が個別に経営戦略を策定・改定している状況は、裏を返せば、将来を見据え

た広域的な連携を議論する絶好の機会であると捉えることができます。 
このような近隣自治体の状況を把握し、相互に補完し合える連携の可能性を探ることは、単独で

の事業継続が困難になる将来への備えとして極めて重要です。 
 

広域連携形態別のメリット・デメリット分析 

広域連携には様々な形態が考えられますが、ここでは実現可能性の観点から「施設の共同設置・

管理」と「用水の相互融通」のモデルについて、メリット・デメリットを整理します。 

表：5－8 広域連携モデルの比較検討（メリット・デメリット）表 

連携

形態 
概要 メリット デメリット 

①
施
設
の
共
同
設
置
・
管
理 

複数の自治体が共

同で出資し、大規

模な浄水場や基幹

管路などを新たに

建設、または既存

施設を統合して共

同で管理・運営す

る。 

・スケールメリットによ

り、建設コストや維持管理

コスト（検針費、電力費、

人件費等）を削減できる。  

・技術職員を集約でき、専

門性の高い人材の確保・育

成が容易になる。  

・施設の統廃合により、全

体での更新費用を抑制でき

る可能性がある。 

・自治体間の費用負担の割

合や、意思決定プロセスの

調整が極めて複雑で、合意

形成に長期間を要する。 

 ・各議会の承認など、政治

的なハードルが高い。 

 ・既存施設の統廃合に伴う

職員の再配置や、資産の取

り扱いが難しい。 

②
用
水
の
相
互
融
通 

平時は各自治体が

独立して給水を行

うが、予め自治体

間の管路を接続

（連絡管を整備）

し、災害時や渇水

時、施設故障時等

に、相互に水を融

通し合う。 

・比較的低コストかつ短期

間で導入が可能。 

 ・各自治体の事業運営の独

立性を維持したまま、連携

のメリットを享受できる。  

・災害時の断水リスクを大

幅に低減でき、事業の強靭

性が飛躍的に向上する。 

・平時におけるコスト削減

効果は限定的（連絡管の維

持管理費は発生）。  

・融通する水の料金設定や

上限など、詳細なルールに

関する事前合意が必要。 

 ・地形的な制約（高低差な

ど）により、連絡管の設置

が困難な場合がある。 
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第 6 章 計画の推進体制と進行管理 

本経営戦略の実効性を確保するため、明確な推進体制を構築し、PDCA サイクルによる継続的な進

行管理を行います。 

 

1. 推進体制 

本経営戦略の推進は、町長を最高責任者とし、上下水道課が中心となって所管します。第１浄水

場更新事業のような大規模プロジェクトについては、財政担当部署など、庁内の関連部署と緊密に

連携し、全庁的な支援体制のもとで事業を推進します。 

 

2. 経営指標（KPI）の設定 

計画の達成度を客観的に測定・評価するため、以下のとおり経営指標（Key Performance 

Indicator: KPI）を設定します。これらの指標は、近隣の優良事例も参考に、本事業の経営状況を

多角的に把握できるように選定しました。 

 

主要経営指標（KPI）一覧 

 ※令和 12 年度から新浄水場が稼働開始予定であり、減価償却や利息の支払いが始まるため、令和

12 年度からの経営指標は大幅な悪化が予想されます。そのため目標値は現状値と比較し低い設定と

なっていますが、経営改善に向けた設定となっています。 

 

   表：6－1 主要経営指標（KPI）一覧表 

指標名 単位 現状値 

 (令和 6年度) 

令和 12 年度 

目標値 

令和 17 年度 

目標値 

経常収支比率 % 111.79 100 以上 105 以上 

料金回収率 % 102.5 95 以上 100 以上 

内部留保資金 

資金残高 百万円 919 

6 億円以上 

（営業収入の 

１年分以上） 

6 億円以上 

（営業収入の 

１年分以上） 

水質基準達成率 % 100 100 100 
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3. 今後の取組方針 

  
① 投資についての取組方針（表：6－2）  

民間の資金・ノウハウ等

の活用 

（PFI・DBO の導入等） 

窓口業務等を民間事業者への委託を検討することで、コストの削

減につながる可能性がある。 

今後は、水道使用者へのサービス水準の維持向上を念頭に、委託

する業務範囲の見直しを行っていく。 

施設・設備の廃止・統合 

（ダウンサイジング） 

老朽管の更新時には、水需要予測を基に適切な管径の見直しを行

い更新していく。 

施設・設備の長寿命化等

の投資の平準化 

ポンプ場や計装設備の定期点検を継続するなかで、早めの部品交

換等を実施し、施設の長寿命化を図っていく。 

広域化の検討 
他事業体との情報交換を積極的に行いながら、将来広域化に向け

ての検討会や勉強会を実施する。 

 
② 財源についての取組方針（表：6－3） 

料金 

料金改定の内容について、改定幅・時期・回数（一括／段階的）

など様々な方向から検討を進める。住民負担の急激な増加を緩和

するため、段階的な改定手法を含めて検討する。その後において

も、急激な値上げとならないよう、適宜検討を進める。 

企業債 
企業債発行については、状況を踏まえながらなるべく抑制を検討

していく。 

繰入金 
補助金や交付税対象事業などは積極的な活用を検討し、必要な繰

入は求めていく。 

資産の有効活用等による

収入増加の取組 

不要な土地や資産の売却を検討し、資産を活用した新たな収入に

ついても検討を進める。 

 
③ 経費についての取組方針（表：6－4） 

委託費 
委託料が増加しても、費用対効果が認められれば、積極的に実施

していく。 

修繕費 修繕費の平準化を図るため、施設の更新計画を検討していく。 

動力費 

今後も値上げが予想されるため、太陽光発電等の再生可能エネル

ギーの活用の検討、高効率機器の導入による脱炭素化の推進、料

金契約の見直しなどを行い削減に努める 

職員の人件費 業務のアウトソーシング化を図り、人員の削減につなげていく。 

その他の取組 

・広報紙やホームページ、SNS などを利用した情報発信。 

・AI やアプリを活用した業務の効率化や情報発信、料金請求や各

種申請などについても研究を進める。 

 



36 

 

 

4. PDCA サイクルによる進行管理 

本戦略は策定して終わりではなく、経営環境の変化に迅速かつ柔軟に対応するため、以下のステ

ップで PDCA（Plan-Do-Check-Action サイクルを回し、経営の「健全化」と「持続可能性」を追求し

ます。 

 

               

 

■ P（Plan）：計画の連動 

毎年度の予算編成において、本戦略の投資計画および財政計画との整合性を厳格に確認します。 

■ D（Do）：施策の実行とリスク管理 

各年度の事業実施に際しては、単に工事を遂行するだけでなく、物価高騰や人手不足といった

「経営リスク」を早期に察知し、対策を講じます。 

■ C（Check）：多角的な評価とモニタリング 

KPI による定量的評価: 収支比率、有収率、老朽管更新率などの主要業績評価指標（KPI）につい

て、目標値と実績値の乖離を分析します。 

■ A（Action）：継続的な改善と軌道修正 

ローリング方式の採用: 評価結果に基づき、翌年度以降の執行計画に改善策を反映します。 

柔軟な見直し規定: 激甚化する災害や急激な人口変動、社会経済情勢の劇的な変化が生じた場合

には、計画期間内であっても機動的に戦略の修正（ローリング）を行います。 

図：6-1 PDCA サイクル図 
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おわりに 

本経営戦略は、篠栗町の水道事業が、施設の老朽化と人口減少という二つの大きな課題を乗り越

え、未来へと持続していくための道筋を示すものです。 

中心的な課題である第１浄水場の更新は、水道利用者の安全・安心な暮らしを守るために避けて

は通れない、未来への責任ある投資です。この大規模投資を成功させ、その恩恵を将来世代に引き

継いでいくためには、安定した財政基盤の確立が不可欠となります。そのために、水道料金の改定

や広域連携について検討を行わざるを得ない状況にあることを、データとシミュレーションに基づ

き示しました。 

なお、今後は料金改定額のより具体的な算定、住民負担の急激な増加を緩和するための段階的な

改定も含めた改定方法や時期について、更なる検討を進めてまいります。これは水道利用者の皆様

にご負担をお願いする大変重要な事柄でありますので、今後、様々な手段での情報提供や丁寧な説

明を行い、十分なご理解とご協力をいただけるよう、真摯に取り組んでまいります。 

本戦略に掲げた施策を着実に実行し、PDCA サイクルによる厳格な進行管理を行うことで、経営目

標を達成し、「水道利用者の生命と暮らしを支え、未来へつなぐ健全な水道」という基本理念を実

現してまいります。皆様のご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。 

 


